
      

 

＜地球環境との共存共栄＞ 

2011 年度 環境活動の目標と実績 

本編  

  Ｐ４ 

　

実　績 評　価　

 温室効果ガス排出量
  2010年度から2012年度までの3年平均
　で、2006年度対比 25%削減する 58.29% ○

  ROC(炭素利益率)
　炭素利益率2,670をめざす
　(CO2排出量1ｔで2,670千円の業務純益) 3,240 ○

省資源 　グリーン購入 　紙類100%、文具類75%
紙類99.94%

文具類69.87% △

　事務室電力 　2009年度比1.0％削減する 2.5%削減 ○

　照明器具の更新 　15ヵ店の照明を更改する 20ヵ店 ○

　行用車の環境対応車の導入 　7台を環境対応車へ切り替え 20台 ○

　環境対応バイクの導入 　21台を環境対応バイクへ切り替え 43台 ○

　エコプラス定期預金　 　220,000件を推進する 161,648件 △

　エコ＆耐震住宅ローン 　650件を推進する 497件 △

　無担保ローン（エコ関連） 　150件を推進する 27件 ×

　PLB資金・エコクリーン資金 　200件を推進する 208件 ○

カーボンニュートラルローン 　200件を推進する 363件 ○

　PLB格付BD評価先数 　2,651先を期待値とする 2,329先 △

　エコリース・エコキャピタルの推進 　200件を推進する 302件 ○
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